
   

呼吸器センター 
 

 

３．呼吸器外科 

呼吸器外科は、肺癌や縦隔腫瘍、気胸、膿胸などの外科的呼吸器疾患、手掌多汗症などの診療に携わっ

ている。その中で、呼吸器内科と放射線治療科、腫瘍内科、手術部、麻酔科、集中治療室、病理部との

連携のもとに、円滑な外科診療を心がけている。 

 

（１）2023 年度吸器外科の目標 

① 呼吸器外科における外科診療の標準化と発展 

② 肺癌の個別化治療の普及 

③ 地域連携を深め、地域医療に貢献 

④ 呼吸器外科におけるチーム医療体制の充実 

⑤ 若手スタッフの教育 

 

（２）スタッフの紹介、資格 

2023 年度は、小林医師の異動があり、5 名のスタッフで呼吸器外科診療に携わった。 

 

主任部長  黄 政龍  京都大学医学博士、呼吸器外科専門医、外科専門医、日本外科学会指

導医、日本胸部外科学会指導医、日本呼吸器外科学会指導医・評議員、

日本呼吸器内視鏡学会指導医、日本肺癌学会評議員、日本がん治療認

定医機構がん治療認定医、Active member of American Association for 

Cancer Research (AACR)、Active member of American Society of Clinical 

Oncology (ASCO)、京都大学医学部非常勤講師、京都大学医学部臨床教

授 

副部長 長 博之  京都大学医学博士、呼吸器外科専門医、外科専門医、日本呼吸器内視

鏡学会指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本医師会

認定産業医 

副部長   尾田博美  京都大学医学博士、呼吸器外科専門医、外科専門医、日本呼吸器内視

鏡学会気管支鏡専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医 

医員 平山安見子  

専攻医   熊谷陽介 

 

（３）診療体制・実績 

【手 術】 

火曜と木曜にそれぞれ 2 症例ずつを予定している。急性膿胸や気胸、縦隔鏡などは、手術室と麻

酔科と連携をとり他の日にも適宜行っている。集中治療部の協力のもと、術直後は ICU で主に管

理し、安全な周術期管理を心がけている。呼吸器外科全体では 183 例の手術であった。その内、

胸腔鏡下手術は 148 例(全体の 80.9%)であった。 

 

 全症例 （胸腔鏡下手術） 

肺癌 （詳細は後述） 69 51 

転移性肺腫瘍 8 8 

縦隔腫瘍 2 1 

炎症性肺疾患 4 3 

気胸・嚢胞性肺疾患 24 23 

膿胸 5 4 

手掌多汗症 47 47 

 

【外 来】 

呼吸器外科は月曜、水曜、金曜に、Ａブロックで外来を担当している。呼吸器内科とは外来での



   

併診もあることと、医局間のコミュニケーションも良好であり、外科的疾患の患者紹介は随時受

けいれるように心がけている。 

 

【入 院】 

診療状況 

呼吸器外科の病床としては、9 階西病棟で担当してもらっている。9 階西は泌尿器科眼科との外科

系混合病棟であるが、概ね 20 床の入院患者に診療を行っている。呼吸器外科での入院患者の多く

は手術患者であるが、肺癌や悪性縦隔腫瘍に対する化学療法または放射線治療の患者も随時診療

にあたっている。 

術前合併症のない手術患者では、術前日入院が一般的である。ただし、術前合併症のある症例、

例えば抗凝固剤併用などの症例では約 1 週間前からの入院で術前準備を行っている。胸腔鏡下手

術の普及もあり、術後早期回復の結果、肺癌の標準的手術である胸腔鏡下肺葉切除では術後 7 日

から 10 日前後での退院が一般的となっている。そのため、呼吸器外科における手術患者の多くは

在院日数が 2 週間以内となっている。 

 

肺癌 

肺癌は呼吸器外科診療の中心である。組織型では腺癌や扁平上皮癌などのいわゆる非小細胞肺癌

が主な対象であり、69 例の肺癌患者に手術を行った。早期肺癌では手術が治療の中心である。局

所進行肺癌では、呼吸器内科と放射線治療科、腫瘍内科との合同カンファランス（月曜日）で、

手術を含めた集学的治療などの方針を検討している。術式別では肺葉切除術が 36 例、区域切除術

が 2 例、部分切除術が 29 例、その他が 2 例であった。51 例（73.9％）に胸腔鏡下肺葉切除術を行

っている。今後もリンパ節転移を伴わない早期肺癌では胸腔鏡下肺葉切除術を標準術式として、

リンパ節転移を伴う局所進行肺癌では開胸肺葉切除術を行ってゆきたいと考えている。大切なこ

とは一人一人の肺癌患者に対して、必要な外科的治療を安全・確実に行うことである。そのため、

北野病院における胸腔鏡下手術の標準化の確立にも取り組んできた。内視鏡手術でも、できるだ

け従来の開胸手術と同様な安全な手術操作を行うことを心がけ、特に剥離操作では組織をそのま

まの位置で丁寧に扱う平行剥離を行っている。そのため、術者と第一助手が共通認識のもとで、

「dual operator による平行剥離」を基本手技としている。補助化学療法としては、プラチナ系＋タ

キサン系と Carboplatin+S1 を主に行い、腺癌では Pemetrexed も投与している。早期肺癌であって

も、脈管浸潤などの病理所見をもとに UFT 内服も適宜行っている。分子標的治療として、EGFR

遺伝子変異肺癌に EGFR-TKI 投与、ALK 融合遺伝子肺癌に ALK 阻害剤の投与を行っている。そ

の中で、平成 24 年から当科では外科的切除標本における抗腫瘍剤関連バイオマーカーによる個別

化化学療法を始めた。当院医学研究所で抗腫瘍剤関連バイオマーカー（thymidylate synthase, class III 

beta-tubulin）の腫瘍内発現を免疫組織化学法で評価し、患者様に十分なインファームドコンセント

を行い、有効な化学療法を選択する個別化化学療法を臨床実用している。この個別化化学療法は

平成 24 年秋に院内ホームページにも掲載され、患者様への理解と社会への普及に大変役立ってい

る。また、免疫チェックポイント阻害剤である抗 PD-1 抗体と抗 PD-L1 抗体も、呼吸器センターカ

ンファレンスで適応を検討し、治療を行っている。以上のように、肺癌の薬物療法は急速かつ多

様に発展しており、外科的摘出標本によるバイオマーカー検査の評価も必要な症例では迅速に行

い、当科における肺癌治療の向上を目指している。 

 

縦隔腫瘍 

縦隔腫瘍 2 例に手術を行い、2 例とも胸腺腫であった。非浸潤性胸腺腫に対しては、胸壁吊り上げ

式胸腔鏡下胸腺胸腺腫瘍摘出術を標準術式として行った。 

 

気胸・嚢胞性肺疾患 

胸腔ドレナージなどの初期治療は主に呼吸器外科で対応している。保存的治療で改善されない場

合または再発気胸に対しては、胸腔鏡下手術を行っている。また、続発性気胸に対しては、呼吸

器内科との連携しながら治療方針の検討を行っている。 

 

 



   

手掌多汗症 

手掌多汗症に対して胸腔鏡下胸部交感神経切除術を行っている。当科では改良型小径手術用ポー

トを考案・実用し、安全な手術操作に寄与している。 

 

（４）教育 

外科医の研修は、手術室や病棟での現場があくまでも基本である。１年目または 2 年目のローテ

イターが外科系部門で、随時研修を行っている。外科系スタッフによるローテイターに対する指

導は熱心に行われている。若手医師に「外科医のやりがい」を伝え、外科医の育成を目指してい

る。 

 

（５）大学との関係 

呼吸器外科のスタッフは皆京都大学医学部呼吸器外科の同門会会員である。京都大学医学部呼吸

器外科関連施設などによる共同研究にも加わっている。更に、京都大学医学部呼吸器外科教室の

癌研究グループとの連携も随時図っている。平成 25 年 4 月から黄主任部長は京都大学医学部非常

勤講師と臨床教授も兼任している。また、一般社団法人日本・多国間臨床試験機構（The 

Japan-Multinational Trial Organization; JMTO）にも参加しており、人材交流を含めた多施設共同研究

を行っている。 

 

（６）学会、講演、著作その他の研究活動 

呼吸器外科は専門性の高い外科診療科であり、常に最新の見識と技術の習得を心掛ける必要があ

る。特に、当科で標準化を確立した dual operator の平行剥離による胸腔鏡下肺葉切除術については

啓蒙を図った。個々の臨床症例に基づく臨床研究が基本であり、更にオリジナリティのある研究

も重要と考えている。診療における臨床研究だけでなく、臨床現場での課題の克服のための研究、

つまり臨床と研究のクロストークを常に心がけてゆきたいと考えている。その中で、黄主任部長

は医学研究所副所長と北野カデットのプログラムマネージャーも兼任しており、医学研究所の整

備と北野カデットを含めた各研究グループの活動の支援や活性化にも携わっている。 

 

【論文】 

（原著論文） 

1 Ravi V, …, Huang C, …. Advances in tooth agenesis and tooth regeneration. Regenerative 

Therapy 22: 160-168, 2023（査読有り） 

2 Sumitomo R, …, Huang C, et al. M2-like tumor associated macrophages promote 

epithelial-mesenchymal transition through the transforming growth factor b/Smad/zinc 

finger e-box binding homeobox pathway with increased metastatic potential and tumor cell 

proliferation in lung squamous cell carcinoma. Cancer Science 2023 (in-press) （査読有

り） 

 

（症例報告） 

1 熊谷陽介，長 博之，小林 萌，平山安見子，尾田博美，黄 政龍．長期観察期間を経て切除さ

れた Placental transmogrification of the lungの 1例．日本呼吸器外科学会雑誌 37(4): 220-223, 

2023（査読有り） 

2 小林 萌，熊谷陽介，平山安見子，尾田博美，長 博之，黄 政龍．胸腔鏡下に切除した前縦隔

海綿状血管腫の 1例．日本呼吸器外科学会雑誌 37(7): 635-639, 2023（査読有り） 
 

   

【学会】 

1 熊谷陽介、尾田博美、小林 萌、平山安見子、長 博之、黄 政龍．妊娠中に発見された縦隔

内異所性副甲状腺腫に対して外科切除を施行した 1例．第 66回関西胸部外科学会学術集会．

2023/6/8(大阪) 

2 黄 政龍、小林 萌、熊谷陽介、平山安見子、尾田博美、長 博之．胸腔鏡下胸部交感神経切

除術における新しい試みー小径内視鏡手術用ポート．第 66回関西胸部外科学会学術集会．



   

2023/6/9 (大阪) 

3 熊谷陽介、尾田博美、小林 萌、平山安見子、長 博之、黄 政龍．外科的切除を行った肺原

発リンパ上皮腫様癌の 1例．第 118回日本肺癌学会関西支部会．2023/6/17(京都) 

4 小林 萌、平山安見子、尾田博美、長 博之、黄 政龍．術後アンケートによる当院における

手掌多汗症手術の検討．第 40回日本呼吸器外科学会学術集会．2023/7/13(新潟) 

5 熊谷陽介、小林 萌、平山安見子、尾田博美、長 博之、黄 政龍．当院における月経随伴性

気胸手術症例の検討．第 40回日本呼吸器外科学会学術集会．2023/7/14(新潟) 

6 黄 政龍、小林 萌、熊谷陽介、平山安見子、尾田博美、長 博之．小径内視鏡手術用ポート

を用いた胸腔鏡下胸部交感神経切除術．第 40回日本呼吸器外科学会学術集会．2023/7/14(新潟) 

7 尾田博美、住友亮太、熊谷陽介、小林 萌、平山安見子、長 博之、黄 政龍．非小細胞肺癌

における腫瘍関連マクロファージ M2 TAMと化学療法関連バイオマーカーとの関連．第 40回日

本呼吸器外科学会学術集会．2023/7/14(新潟) 

8 住友亮太、毛受暁史、黄 政龍、伊達洋至、他．肺扁平上皮癌の上皮間葉転換と腫瘍関連マク

ロファージの分布に関する臨床病理学的検討．第 40回日本呼吸器外科学会学術集会．

2023/7/14(新潟) 

9 熊谷陽介、小林 萌、平山安見子、尾田博美、長 博之、黄 政龍．病理病期 I期肺腺癌にお

ける Spread Through Alveolar Spaces (STAS)に関する臨床的検討第 64回日本肺癌学会学術集

会．2023/11/2(幕張) 

10 長 博之、熊谷陽介、平山安見子、尾田博美、黄 政龍．外科切除を行った肺原発多型癌 8例

の検討．第 64回日本肺癌学会学術集会．2023/11/3(幕張) 

11 赤津希海、熊谷陽介、平山安見子、尾田博美、長 博之、黄 政龍．局所再発に対し再手術を

行った胸壁デスモイド腫瘍の一例．第 119回日本肺癌学会関西支部学術集会．2024/3/2(神戸) 
 

【研究】 

1 肺癌における抗腫瘍剤関連バイオマーカーに基づく個別化治療 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、熊谷陽介） 

2    悪性縦隔腫瘍におけるバイオマーカーに基づく個別化治療 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、熊谷陽介） 

3    Wnt抑制ベクターによる癌核酸医療の開発 

（黄 政龍、尾田博美） 

4 肺癌における新規バイオマーカーの探索 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、熊谷陽介） 

5 悪性縦隔腫瘍における新規バイオマーカーの探索 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、熊谷陽介） 

6 肺癌切除例に対する術後補助化学療法の検討 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、熊谷陽介） 

7 改良型内視鏡手術用ポートの使用 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、熊谷陽介） 

8 バーチャル気管支鏡ナビゲーションを利用した術前気管支鏡下マーキング 

（熊谷陽介、黄 政龍、長 博之、尾田博美） 
 

（７）院外活動、地域医療との関わり 

黄主任部長は日本呼吸器外科学会と日本肺癌学会の評議員を担当しており、更に大阪での研究会

である「大阪北肺疾患勉強会」で世話人も担当し、大阪における呼吸器系診療科との連携を深め

るように努めている。更に、当院呼吸器外科の活動・役割を伝えるために、医師会などでの講演

も行っている。一方、診療体制の充実のために、地域医療サービスセンターとも連携しながら、

他の医療機関との連絡にも配慮している。 

 


